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3 面：マイナンバーカード臨時窓口設置、
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公益社団法人  ( 平日９時～ 17 時 30 分 )

人口と世帯の動き － 7 月１日現在－
(  ) 内は前月比

人口 　111,257 人  男  53,915 人   女 57,342 人   世帯数 46,737 世帯
前月比  ( 19 人減 )  　 ( 24 人減 )    ( 5 人増 )    　      ( 64 世帯増 )

｢ ユニバーサル ｣ 広報｢ ユニバーサル ｣ 広報

くらしの情報をお届け！
音声・動画【手話・字幕】で

20 秘 8-011 他
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子
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た
ち
の
未
来
の
た
め
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共
に
考
え
、
共
に
応
援
し
よ
う 

ー

　

こ
の
春
は
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
を
抱
え

る
ご
家
庭
に
と
っ
て
は
、
戸
惑
い
の
日
々

だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
外
出
自
粛
に

伴
う
在
宅
勤
務
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
接

す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の

方
々
が
子
育
て
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
れ

た
よ
う
で
す
が
、
一
方
、
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
を
機
に｢

乳
幼
児
期
の
子
育
て｣

を

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、｢

乳
幼
児
期
の
子
育
て｣

に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。
⑴
ま

ず
、
核
家
族
化
な
ど
で
身
近
な
相
談
相
手

が
な
く
、
育
児
に
不
安
を
持
た
れ
て
い
る

保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

(

就
学
前
ま
で)

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓

口
で
あ
る
チ
ャ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
拡
充(

現
在
の
２
カ
所
か
ら
４
カ

所)

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

⑵
次
に
、
集
団
生
活
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う
幼
児
教

育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、｢

市
立
幼
稚
園
の
再
編(

案)｣

を
市
の
総
合
教
育
会
議
な
ど
で
議
論
し
て

い
た
だ
き
ま
す
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⑶
さ
ら
に
、
各
家
庭
で
の｢

仕
事
と
家

庭
の
両
立｣

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
認
可
保
育

所
の
開
設
や
市
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

の
拡
充
・
認
定
こ
ど
も
園
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
大
切
な

｢

乳
幼
児
期
の
子
育
て｣

に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、
共
に
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三田市長 森 哲男

市
長
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ほ
っ
と
ト
ー
ク｣

森
の
ひ
と
言
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　子育て中に ｢ 誰かに相談したい ｣ ｢ なんとなく不安 ｣ ｢ 誰でもい

いから話を聞いてほしい ｣ と思ったことはありませんか。

　市では、平成 31 年 4 月に ｢ 子ども・未来部 ｣ を新設し、妊娠

期から青少年期まで子どもに関する諸課題を一体的に解決する

体制を整備しました。あわせて子どもに関する相談窓口の集約と

機能強化を図り、身近で気軽に相談できる体制を整えています。

　ひとりで悩まず、ご相談ください。あなたと一緒に考えます。

チャッピー
サポートセンター
( 子育て世代包括支援センター )

家庭児童相談室 青少年相談

　妊娠・出産期から主に就学前までのお子さんと
ご家族の悩みを保健師・助産師がお聞きします。
就学前児の発育・発達は個人差が大きく不安にな
りがちです。まずはお気軽にご相談ください。な
お今年の４月から、総合福祉保健センターに加え
て、市役所本庁舎２階でも相談できます。

― こんなときには相談を ―
● 赤ちゃんが寝ません。ずっと
泣いているけど大丈夫ですか。
● 同じ月齢の子に比べて、言葉
が遅いような気がして心配。
● 妻が育児疲れのようです。
どうやってサポートすればいいですか。
● 離乳・卒乳の仕方が分かりません。

　18 歳未満のお子さんに関する悩み
を専門の相談員がお聞きします。ご家
族に限らず、お子さん本人、近所の人
や学校など、どなたでも相談できま
す。なお、相談内容により必要に応じ
て他の関係機関をご案内します。

　青少年が日ごろ抱いている悩みを、専門の相談
員がお聞きします。勉強・友だち関係・男女交
際・学校生活・進学・就職・性の問題など、悩み、
心配、誰かに聞いてほしいことがあれば、お気軽
にご相談ください。なお今年の４月から、青少年
相談の窓口は、市役所本庁舎２階に移転しました。

― こんなときには相談を ―
● 親が干渉するのでストレスが溜まります。
● 友だちがいじわるをして遊んでくれません。
● 朝ごはんが無く、学校でお腹が減ります。
● 学校がつまらなくて行きたくない。
● クラスで自分だけが孤立しています。
● お金に余裕がなく、進学はあきらめたほう
がいいのでしょうか。

妊娠期から青少年期まで

３つの相談窓口で
子育てを応援

お父さん 、お母さん ひとりで悩まないで

総合福祉保健センター２階 チャッピーサポートセンター
月～金曜 ９時～ 12 時、12 時 45 分～ 17 時 30 分

559-5093 FAX 563-3611 

559-6288 FAX 559-5705

市役所本庁舎２階 チャッピーサポートセンター
月～金曜 ９時～ 17 時 30 分 

559-5076 FAX 563-3611 

市役所本庁舎２階 家庭児童相談室
( 相談電話は土・日曜、祝日を含む 24 時間対応 )

563-1110 FAX 563-3611 

市役所本庁舎２階 青少年育成センター
月～金曜９時～ 17 時

― こんなときには相談を ―
● 育児やしつけに困っています。
● 病気・出産・育児不安などで子どもを
養育できません。
● 友達とうまくつきあえません。
● いらいらして手をあげてしまいます。
● ( 兄弟姉妹など ) 家族関係がうまくい
きません。

相談電話

相談電話 相談電話 相談電話


